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風 の 萌
かぜのきざし 2012　DECEMBER

安心して子育てができ　老いても障がいがあっても　自分らしく暮らすことができる　コミュニティーの創造

特定非営利活動法人（NPO）
在宅ケアを支える診療所・
市民全国ネットワーク機関紙

第 020 号
2012 年 12 月 10 日

第
18
回　

全
国
の
集
い
ｉ
ｎ
高
知
２
０
１
２　
　

大
会
長　
　

福
田 

善
晴

「
四
国
・
高
知
大
会
を
終
え
て
」

　
　
　

 

～ 

夢
に
向
か
っ
て 

～  

　

長
年
の
念
願
が
叶
い
、
高
知

県
で
四
国
初
と
な
る
「
全
国
の

集
い
」を
無
事
盛
会
に
開
催
で
き

ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
理
事
の
皆
さ
ま
、
地
元
実

行
委
員
の
皆
さ
ま
、
並
び
に
会

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

「
お
ら
ん
く
で
自
分
ら
し
く
さ

い
ご
ま
で
」（
地
域
の
未
来
を

考
え
る
）と
い
う
テ
ー
マ
に
沿

い
、
様
々
な
内
容
に
つ
い
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
国
内
の
ほ
か
、
海
外
か

ら
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
韓
国
、
台

湾
か
ら
講
師
を
招
き
、
貴
重
な

お
話
し
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で

き
、
広
い
視
点
か
ら
在
宅
ケ
ア

の
意
義
を
学
び
、
多
く
の
市
民

と
熱
く
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

た
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

１
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

の
在
宅
ケ
ア
に
対
す
る
個
々
の

想
い
が
、
大
会
を
通
じ
て
一
つ

の
流
れ
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
様

子
に
心
震
え
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
、
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー

プ
渡
邉
美
樹
取
締
役
会
長
に
、

「
夢
」に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
夢
の
実
現
の
た
め

に
、
５
年
後
・
10
年
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
し
、
日
々
努
力
を

惜
し
ま
な
い
と
い
う
言
葉
に
同

感
し
、
私
た
ち
医
療
・
福
祉
従

事
者
は
、
在
宅
で
さ
い
ご
ま
で

生
活
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方

の
た
め
に
、
地
域
の
未
来
像
を

明
確
に
し
、
情
報
を
出
し
合
い
、

お
互
い
手
を
取
り
合
い
、
励
ま

し
合
う
関
係
作
り
が
必
要
不
可

欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
老

後
一
日
も
楽
し
ま
ず
し
て
空
し

く
過
ご
す
は
お
し
む
べ
し
。
老

後
の
一
日
、
千
金
に
あ
た
る
べ

し
。」貝
原
益
軒
が
養
生
訓
に
残

し
た
言
葉
は
、
私
の
想
い
そ
の

も
の
で
す
。
在
宅
ケ
ア
に
携
わ

る
私
た
ち
は
、
患
者
様
、
利
用

者
様
に
千
金
の
一
日
を
送
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
具
体
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
日
々
精
進
し
、

広
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

山
積
さ
れ
た
課
題
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
力
で
克
服
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
夢
の
実
現
に

大
き
く
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
在
宅
ケ
ア
を
支
え

る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
所
属
す
る
だ
け
で
な

く
、
全
国
の
集
い
に
参
加
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆

が
自
ら
積
極
的
に
会
員
同
士
で

顔
馴
染
み
の
関
係
を
作
り
、
助

け
合
う
努
力
を
す
れ
ば
、
き
っ

と
素
晴
ら
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
誕
生
す
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
小
さ
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
集

結
す
れ
ば
、
大
き
な
流
れ
が
で

き
、
行
政
機
関
に
対
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　

昨
年
か
ら
、
徳
島
、
香
川
、

愛
媛
、
長
崎
、
大
阪
に
お
い
て

プ
レ
大
会
を
開
催
し
、
私
自
身

も
多
く
の
方
と
知
り
合
う
機
会

を
得
、
加
え
て
四
国
四
県
と
も

に
非
常
に
熱
意
の
あ
る
先
生
、

ス
タ
ッ
フ
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
四
国

は
「
在
宅
医
療
・
在
宅
ケ
ア
」が

全
国
と
比
較
し
て
遅
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
る
の
は
、
各
々
が
孤

軍
奮
闘
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら

で
あ
ろ
う
と
想
像
し
ま
す
。
大

会
を
き
っ
か
け
と
し
て
企
画
作

成
に
つ
い
て
何
度
も
顔
を
合
わ

せ
て
話
し
合
い
、
ま
た
一
緒
に

食
事
し
酒
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ

て
顔
馴
染
み
と
な
り
、
お
互
い

を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
県
境
を
越
え
て
交
流
が
深

ま
っ
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
で

す
。
こ
の
財
産
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
う
大
き
な
力
に
変
え
て
、

私
た
ち
の
夢
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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第
18
回　
全
国
の
集
い 

in 

高
知 

２
０
１
２

　
　

      　
実
践
交
流
会　
優
秀
賞
の
発
表

　
第
一
会
場

看
取
り

葬
儀
生
前
相
相
談
か
ら
終
末

期
を
支
え
た
一
症
例

吉
田
　
真
美

　（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
し
が
も
）

第
二
会
場

在
宅
生
活
の
継
続

頸
椎
手
術
後
の
人
工
呼
吸
器

管
理
か
ら
離
脱
で
き
た
症
例

三
嶋
　
泰
之

（
さ
く
ら
風
の
村
訪
問
診
療
所
）

共
同
発
表
者 : 
志
村
緑
、
井
上
裕
子
、

相
馬
せ
つ
子
、
伊
藤
武
美
、
川
島
さ

お
り
、
渡
邊
正
子

第
三
会
場

訪
問
&
通
所
サ
ー
ビ
ス

時
代
を
先
取
り
し
た
通
所
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
す
〜
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
会
議
の
主
導
に
よ
る
〜

浅
野
　
崇

　（
サ
ン
バ
レ
ー
か
か
み
野
）

第
四
会
場

新
し
い
取
り
組
み

地
域
医
療
魚
沼
学
校
に
よ
る

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業

上
村
　
伯
人

　（
医
療
法
人
社
団
　
上
村
医
院
）

黒
岩
　
卓
夫

　（
萌
気
園
診
療
所
）

中
島
　
拓

　（
中
島
脳
外
科
内
科
医
院
）

第
五
会
場

口
腔
ケ
ア
と
栄
養
管
理

「
口
か
ら
食
べ
続
け
る
こ
と
」

を
目
指
し
て

濱
口
　
祐
三
子

（
サ
ン
シ
テ
ィ
調
布 

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
課
）

共
同
発
表
者
：
吉
沢
梓
　
佐
藤
み
ず
ほ

　
メ
ル
マ
ガ
で
も
紹
介
さ
れ
て
ま
す
が
、
表
彰
者
の
紹
介
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
各
座
長
を
さ
れ
た
方
々
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
年
発
行
予
定
の
「
報
告
書
」に
お
い
て
、
実
践

交
流
会
に
つ
い
て
、
全
て
の
発
表
内
容
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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第
七
会
場

障
が
い
児
・
者

障
が
い
児
・
者
医
療
的
ケ
ア

日
中
一
時
支
援
事
業
所
お
と

わ
の
杜
の
現
状
に
つ
い
て

市
川
　
さ
つ
き

（
日
中
一
時
支
援
事
業
所
お
と
わ
の
杜
）

共
同
発
表
者
：
渡
辺
邦
子
（
医
療
法
人

信
愛
会
　
穂
の
国
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
）所
長
：
大
石
明
宣
（
医
療
法

人
信
愛
会
）理
事
長

第
八
会
場

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

＂
命
の
終
わ
り
を
我
が
家
で
！
＂

を
地
域
の
中
で
考
え
る

〜
地
域
を
終
の
住
処
と
す
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
？
〜

深
田
　
知
洋
江

（
ゆ
う
ら
い
ふ
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）

共
同
発
表
者
：
北
村
　
八
重
子
　
川
本

文
江
　
濱
田
　
里
美
　
原
田
　
郁
子
　

西
村
　
友
孝

第
九
会
場

認
知
症

思
い
出
の
映
像
に
よ
り
自
分

の
人
生
を
辿
る
〜
過
去
か
ら

現
在
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る

そ
の
人
の
姿
に
触
れ
る
〜

中
村
　
洋
子

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
て
ら
ど
）

協
同
発
表
者
：
土
井
　
正
樹(

医
師
）

土
井
　
輝
子(

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
て
ら

ど
ホ
ー
ム
長
）

第
十
会
場

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お

け
る
事
務
職
員
の
役
割
︱
電

話
応
対
︱

荒
木
　
美
帆

（
医
療
法
人
エ
イ
チ
・
シ
ー
・
ユ
ー
　

た
け
と
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

共
同
発
表
者
：
辻
尾
　
香
里
・
河
村
　

紘
子
・
時
尾
　
恵
里
・
武
富
　
賢
治

第
十
一
会
場

地
域
づ
く
り
と
災
害

災
害
発
生
時
に
お
け
る
当
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
行

動
指
針
に
つ
い
て

勝
本
　
公
章

　（
医
療
法
人
実
幸
会
　
南
柏
老
人
訪
問 

　  

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

第
六
会
場

多
職
種
協
働

ひ
と
り
の
突
然
の
笑
顔
が
病
棟

を
変
え
た
〜
多
職
種
協
働
で
医

療
中
心
か
ら
生
活
中
心
へ
〜

林
　
仁
美

　（
鵜
沼
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
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Mail Magazine

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
２
・
９　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

 「
ホ
ワ
イ
ト
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」　　
　
藤　

秀
敏

　

ご
無
沙
汰
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
仙
台
大
会
以
来
で
し
ょ
う

か
。
当
院
も
午
後
は
訪
問
診
療
主

体
で
、
編
成
が
タ
イ
ト
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

歯
科
医
師
２
、

歯
科
衛
生
士
３
、
歯
科
技
工
士

１
、
歯
科
助
手
等
４
人
の
体
制
で

す
。 　

　

連
携
の
中
で
の
気
づ
く
点
を
あ

げ
て
み
ま
す
。

　

摂
食
嚥
下
に
問
題
が
あ
る
患
者

も
、
認
知
症
が
ら
み
の
食
べ
る
こ

と
に
障
害
が
あ
る
方
が
増
え
て
お

り
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。
病
院
、

施
設
か
ら
の
往
診
依
頼
で
、
食
事

が
、
名
称
と
実
際
が
施
設
ご
と
に

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
食
事
の
す
り
あ
わ

せ
や
食
事
処
方
の
連
絡
体
制
が
あ

　今回は「風の萌」より会員紹介のコラムの 9 ～ 11 月号を掲載いたしました。
　この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載版です。（スタイル等は
一部変更しています。）メールマガジンでの配信はもちろん「多くの人に」、「迅速な」、配信が目的で、メー
ルの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメール配信されている数は「多くの人に」というにはまだ
まだ充実を計る必要があります。

る
と
い
い
の
に
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

不
慮
の
死
は
、
死
因
の
４
位

で
、
そ
の
中
の
食
物
に
よ
る
窒
息

死
は
交
通
事
故
死
数
を
超
え
て
い

ま
す
。
口
腔
機
能
と
食
形
態
の
関

連
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
対
応
と
も
ど

も
注
意
が
必
要
の
よ
う
で
す
。 　

　

口
腔
の
廃
用
は
、
思
っ
て
い
る

よ
り
進
行
し
ま
す
。
義
歯
を
リ
ハ

ビ
リ
の
杖
と
考
え
、
脱
感
作
、
廃

用
予
防
、
嚥
下
補
助
装
置
、
そ
し

て
軟
食
対
応
、
咀
嚼
対
応
と
口
腔

の
機
能
に
応
じ
た
対
処
を
し
て
い

ま
す
。
離
床
の
対
応
の
ス
テ
ッ
プ

と
同
様
と
考
え
て
い
ま
す
。 　

　

震
災
の
お
り
、
近
隣
の
七
个
浜

町
国
際
村
の
避
難
所
に
島
根
県
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
チ
ー
ム
の
一
角
を
借
り

て
、
40
日
ほ
ど
毎
日
夕
方
か
ら
出

向
い
て
対
応
し
ま
し
た
。一
般
に
、

歯
科
の
受
診
率
が
２
％
と
い
う
痛

み
等
の
主
訴
に
対
し
て
、
食
べ
に

く
さ
、
食
べ
ら
れ
な
い
、
口
の
乾

き
、
違
和
感
を
切
り
口
と
し
て
の

対
応
で
受
診
は
40
％
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
。
画
一
的
な
食
事
の
問
題

が
、
露
呈
し
て
お
り
、
温
か
い
食

事
と
休
息
が
何
よ
り
の
支
援
と
感

じ
ま
し
た
し
、
安
息
の
夕
食
前
後

の
対
応
が
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

心
が
解
け
て
く
る
と
、
口
も
開
い

て
き
て
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
被

災
地
で
は
、
往
診
・
障
害
者
、
食

べ
ら
れ
る
こ
と
に
対
応
し
て
く
れ

る
歯
科
医
療
を
希
望
し
て
い
ま
し

た
。
生
活
を
支
え
る
医
療
が
こ
れ

か
ら
の
医
療
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
被
災
地
医
療
に
も

不
可
欠
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
つ
な
が
る
、
つ
な
げ

る
医
療
を
組
み
立
て
て
い
き
た
い

と
念
じ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ホ
ワ
イ
ト
歯
科
ク
リ
ニッ
ク

〒
９
８
５
︱
０
８
７
２　

宮
城
県
多
賀
城
市
伝
上
山
４
︱
８
︱
２
０ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
２
２
︱
３
６
７
︱
６
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
２
２
︱
３
６
１
︱
３
２
３
２ 　

E-m
ail:naoayam

i@
m

xp.m
esh.ne.jp
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事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
２
・
10　

第
18
回 

全
国
の
集
い 

in 

高
知 

２
０
１
２　

盛
会
に
終
了
致
し
ま
し
た　
　
　

日　

時
：
２
０
１
２
年
９
月
16
日
（
日
）・
17
日
（
月
・
祝
）

場　

所
：
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
／
高
知
福
祉
専
門
学
校

テ
ー
マ
：
お
ら
ん
く
で
自
分
ら
し
く
さ
い
ご
ま
で　

　

全
国
の
集
い
in
高
知
は
盛
況
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
国
か
ら
多
数
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
創
業
者
取
締

役
会
長
渡
邉
美
樹
様
に
よ
る
特
別

後
援
や
、
大
会
長
企
画
で
は
デ
ン

マ
ー
ク
か
ら
講
師
の
方
を
お
招
き

し
た
講
演
な
ど
、
他
に
も
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
、
熱
気
あ
る
空

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

大
会
長
福
田
先
生
よ
り
、
ご
報
告

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

　

大
会
長　

福
田
善
晴

　

時
下
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。  　

　

さ
て
、
去
る
９
月
16
日
・
17
日

の
高
知
大
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ

ま
を
含
め
１
２
０
０
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

　

心
配
さ
れ
た
台
風
も
会
場
内
の

熱
意
に
押
さ
れ
て
大
事
に
は
至
ら

ず
、
各
企
画
と
も
に
内
容
が
充
実

し
た
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。
デ

ン
マ
ー
ク
、
韓
国
、
台
湾
の
方
を

講
師
に
お
招
き
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
日
本
の
在
宅
ケ
ア
を
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
看
取

り
や
過
疎
化
の
問
題
を
含
め
た
地

域
包
括
ケ
ア
、
認
知
症
、
障
が

い
、
リ
ハ
ビ
リ
、
接
遇
な
ど
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
機

会
を
得
、
実
践
交
流
会
等
で
は
市

民
目
線
で
積
極
的
に
一
歩
踏
み
込

ん
だ
議
論
が
展
開
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
高
知
県
は
少
子
高
齢
化
、

独
居
老
人
、
老
々
介
護
等
多
く
の

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
同
時
に
在
宅
医
療
推
進
者
と

し
て
の
私
ど
も
の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。
在
宅
ケ
ア
の
必
要
性
と
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
い
く

高
知
型
在
宅
ケ
ア
の
構
築
は
、
10

年
後
の
日
本
の
在
宅
ケ
ア
モ
デ
ル

に
な
る
と
手
応
え
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。大
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

在
宅
医
療
・
在
宅
ケ
ア
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
新
た
な
使

命
を
感
じ
て
い
ま
す
。  

　

会
員
の
皆
さ
ま
の
今
後
の
ご
発

展
を
祈
願
致
し
ま
す
と
と
も
に
、

今
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
多
面
に

わ
た
り
行
き
届
か
な
い
事
が
多
々

あ
り
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ム
ケ
ア
メ
ン
バ
ー

医
療
法
人
社
団
青
藍
会
、
社
会
福

祉
法
人
青
藍
会
は
、
山
口
県
山
口

市
で
平
成
２
年
よ
り
、
19
床
の
有

床
診
療
所
で
あ
る
あ
ん
の
循
環
器

内
科
を
母
体
と
し
て
、
６
２
０
名

の
職
員
が
医
療
・
介
護
・
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。  

あ
ん

の
循
環
器
内
科
、
ハ
ー
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
南
山
口
は
、
質
の
高
い
効

率
的
な
在
宅
療
養
生
活
を
支
え
る

べ
く
、
医
師
を
始
め
と
す
る
医
療

職
が
既
設
の
２
ケ
所
の
青
藍
会
在

宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト

ホ
ー
ム
（
吉
敷
、
新
山
口
）
と
連

携
を
と
り
定
期
的
に
在
宅
に
訪
問

す
る
体
制
を
強
化
（
強
化
型
在

宅
療
養
支
援
診
療
所 

Ｈ
24
・
４
）

致
し
ま
し
た
。  

　

今
年
は
、
ハ
ー
ト
ハ
ウ
ス
新
山

口
（
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住

宅
、
山
口
市
川
西
地
区
小
郡
緑
公

園
前 

Ｈ
24
・
７
）、
ハ
ー
ト
ホ
ー

ム
宮
野
新
館
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
国
内
最
大
規
模
の
国
産

材
に
よ
る
木
造
耐
火
構
造
建
築
の

福
祉
施
設
、
山
口
市
北
東
地
区
宮

野
小
学
校
前 

Ｈ
24
・
８
）
を
開

設
致
し
ま
し
た
。

　

住
ま
い
を
基
本
と
し
た
、
質
の

高
い
効
率
的
な
全
人
的
医
療
・
介

護
や
次
世
代
育
成
と
共
に
、
働
く

人
の
質
向
上
を
目
的
と
す
る
研
修

セ
ン
タ
ー
を
強
化
（
ヘ
ル
パ
ー
養

成
講
座
開
設 

Ｈ
24
・
10
、
認
知

症
を
治
す
ケ
ア
研
究
会
開
催 

Ｈ

24
・
11
）
し
、
青
藍
会
の
理
念
で

あ
る
「
私
た
ち
は
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
分
野
で
、
地
域
の
方
々
の

生
活
を
、
生
涯
に
渡
っ
て
支
え
る

こ
と
に
最
善
を
尽
く
し
、そ
し
て
、

そ
こ
で
働
い
て
い
る
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
ま
す
」
を
今
後
も
実
践
し

て
参
り
ま
す
。

医
療
法
人
社
団 

青
藍
会　

あ
ん
の
循
環
器
内
科  

社
会
福
祉
法
人 

青
藍
会 

ハ
ー
ト
ホ
ー
ム

〒
７
５
３
︱
０
８
１
３

山
口
市
吉
敷
中
東
１
︱

１
︱

１ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
１
２
（
２
）
２
８
１
０
５
６

H
P:http://w

w
w

.seirankai.or.jp

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
２
・
11　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

 「
医
療
法
人
社
団
青
藍
会
、
社
会
福
祉
法
人
青
藍
会
」　
　

阿
武
義
人
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第
19
回　
全
国
の
集
い 

in 

新
潟 

２
０
１
３　
福
島
プ
レ
大
会

　
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
伊
達
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
会

　

平
成
24
年
10
月
20
日
、
21
日
、

在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
伊
達
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
大
会
に
は
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
方
を
お
迎
え
し
、
盛

況
の
ま
ま
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
大
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
大
会
の
た
め
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
企
画
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
話
さ
れ
た
、
大

会
の
テ
ー
マ
が
二
点
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
一
つ
は
伊
達
市
（
福
島
）

の
現
状
を
正
し
く
お
伝
え
す
る
こ

と
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
見
学

会
で
の
発
表
に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
昨
年
の
震
災
か
ら
福
島
県

は
見
え
な
い
、
臭
い
も
な
い
放
射

性
物
質
汚
染
の
問
題
に

頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
ま

す
。
不
安
を
煽
る
よ
う

な
風
評
も
あ
り
、
特
に

幼
い
子
供
を
抱
え
る
世

帯
で
は
苦
渋
の
決
断
の

末
、
高
齢
者
を
残
し
て

様
々
な
場
所
へ
避
難
す

る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
元
々

過
疎
化
が
進
み
、
高
齢

化
率
の
高
い
地
域
に
、

よ
り
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。
市
内

各
地
で
除
染
作
業
は
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

除
染
で
出
た
汚
染
土
が
そ
の
す
ぐ

近
く
の
仮
置
き
場
に
置
か
れ
て
い

る
状
況
で
は
、
な
か
な
か
前
向
き

に
希
望
を
見
出
す
こ
と
も
難
し
い

と
い
っ
た
事
情
も
あ
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
記
念
講
演
を
お
願
い

し
ま
し
た
福
島
県
介
護
支
援
専
門

員
協
会
会
長
千
葉
喜
弘
氏
の
お
話

に
も
あ
り
ま
し
た
、
伊
達
市
内
に

は
全
村
避
難
と
な
っ
た
相
馬
郡
飯

舘
村
の
方
々
が
住
む
仮
設
住
宅
が

あ
る
よ
う
に
、
被
災
地
域
で
あ
り

な
が
ら
も
他
地
域
の
避
難
者
の
受

入
先
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
福

島
な
ら
で
は
の
特
異
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
複
雑
な
地
域
の

現
状
と
課
題
を
そ
の
当
事
者
で
も

あ
る
、
私
た
ち
自
身
が
正
し
く
受

け
入
れ
る
こ
と
は
そ
の
将
来
を
考

え
る
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
県
内
外
の
方

た
ち
に
も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
を
作
る
こ
と
は
震
災
の
問
題

も
風
化
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
こ
の

大
会
を
敢
え
て
こ
の
伊
達
市
で
開

催
す
る
意
味
に
な
る
の
で
は
と
考

え
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
医
療
・
福
祉
の
専

門
職
、
行
政
、
一
般
市
民
と
の
垣

根
を
無
く
し
共
通
の
将
来
の
目
標

と
し
て
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
仕

組
み
」
を
共
に
考
え
る
き
っ
か
け

を
作
る
こ
と
で
す
。
住
み
慣
れ
た

町
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
、
当
地
域
の
実
情
と
し
て
、
ま

だ
ま
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
の
み

の
議
論
に
止
ま
り
、
地
域
全
体
と

し
て
の
取
り
組
み
ま
で
に
は
発
展

し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し

た
。
一
方
で
医
療
・
福
祉
の
担
当

者
の
中
に
も
将
来
の
地
域
包
括
ケ

ア
を
念
頭
に
、
先
駆
的
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
る
事
業
者
も
あ
れ

ば
、
震
災
復
興
、
新
た
な
町
づ
く

り
に
取
り
組
む
行
政
、
震
災
の
影

響
で
崩
壊
し
か
け
た
地
域
の
絆
を

必
死
に
繋
ぎ
止
め
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
市
民
団
体
の
皆
様
が
い
ま

し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
の
旗
印
の

も
と
、
共
に
考
え
、
共
に
実
践
す

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
今
ま
さ

に
必
要
な
こ
と
だ
と
も
感
じ
ま
し

た
。

　

実
際
に
今
大
会
に
は
ま
だ
ま
だ

人
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
一
般
の

市
民
の
方
に
も
多
く
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
大
会
の
実
行
委
員
に
長
年
市

民
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
が
っ
こ
う
」
の
方

に
も
市
民
代
表
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
開
催
に
あ
た
り
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
け
た

こ
と
で
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
で

き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち

専
門
職
の
団
体
と
行
政
、
市
民
が

協
力
し
合
っ
て
大
会
を
実
現
で
き

た
と
い
う
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大

き
な
前
進
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
全
国
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
芽
生
え
た
地
域
包
括
ケ

ア
実
現
の
た
め
の
芽
を
大
事
に
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

猪
飼
大
会
長
の
挨
拶

伊
達
市
長
の
ご
挨
拶
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　新潟大会実行委員会、岡山大会企画委員会な

どに顔を出しています。ドタバタしているうちに師走

になってしまいました。今年もあとわずか……会員

の皆様、良いお年をお迎え下さい。良い年になる

ようお祈り申し上げます。

　（T.Y.）

2012年12月10日発行（第020号）

http://www.home-care.ne.jp/net/　　  E-mail:zenkokunet@home-care.ne.jp
〒458-0007　愛知県名古屋市緑区篭山3-119　カーサフクシマC-32号

TEL：052-848-8800　　FAX：052-848-8801

「
全
国
の
集
い 

in 

新
潟

２
０
１
３
」実
行
委
員
会

全
国
大
会
へ
の
準
備
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

「
全
国
の
集
い 

in 

岡
山 

２
０
１
４
」の
企
画
委
員
会
も

既
に
ス
タ
ー
ト

開 催 日 時：平成25年 2月16日（土）　
14時30分より18時 00分まで

会　　　場：TKP東京駅ビジネスセンター
１号館ホール２B
東京都中央区八重洲1-4-21共同ビル
（東京駅八重洲北口　徒歩２分）

主　　　催：NPO法人在宅ケアを支える診療所・
市民全国ネットワーク

　

来
年
の
開
催
に
向
け
て
着
々
と
準

備
を
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
６
回
の

実
行
委
員
会
が
行
わ
れ
、
黒
岩
大
会

長
を
は
じ
め
と
し
た
60
名
近
い
実
行

委
員
の
「
意
気
込
み
」
が
感
じ
ら
れ

る
準
備
状
況
で
す
。

　

２
０
１
３
年
へ
も
あ
と
ひ
と
月
、

い
よ
い
よ
「
来
年
」
か
ら
「
今
年
」

と
な
り
、
益
々
準
備
に
熱
が
こ
も
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
へ
お
願
い
す
る
「
実

践
交
流
会
」
の
演
題
募
集
も
始
ま
り

ま
す
。
昨
年
よ
り
早
い
時
期
に
お
願

い
を
開
始
す
る
予
定
で
お
り
、
皆
様

の
参
加
、
登
録
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

　

写
真
は
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た

福
島
大
会
の
様
子
で
す

　

更
に
、
再
来
年
に
開
催
予
定
さ
れ

て
い
る
岡
山
大
会
へ
も
動
き
始
め
ま

し
た
。
既
に
、「
実
行
委
員
会
」
に
先

立
つ
形
で
「
企
画
委
員
会
」
が
２
回

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
年
ほ
ど
前
「
在
宅
ケ
ア
を
支
え

る
診
療
所
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

産
声
を
あ
げ
て
以
来
、
そ
の
目
的
に

沿
う
よ
う
に
、
行
政
に
よ
る
「
多
職

種
協
働
」
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
等

の
施
策
も
具
体
的
な
も
の
と
な
り
つ

つ
あ
る
中
で
、
10
年
前
よ
り
そ
の
名

称
に
「
市
民
」
と
い
う
単
語
を
入
れ

「
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
・
市
民
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
な
っ
た
私
た

ち
の
会
も
、
新
し
い
方
向
性
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
新
し
い
方
向
を
目
指
す
形

の
岡
山
大
会
に
し
た
い
と
い
う
思
い

で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

写
真
は
12
月
に
行
わ
れ
た
第
２
回

企
画
委
員
会
の
様
子
で
す
。

◎内　　容
　14：30～ 15：30　基調講演
　●講　　師　
　　宮島　俊彦氏　前厚生労動省　老健局長
　　（座長）　畑　恒土　氏 
　演　題『わが国の認知症医療・介護政策の方向性』

　15：30～ 17：40　シンポジウム
　　テーマ『 認知症医療・ケアのゆくえ 』
　●司会　　
　　苛原　実　氏　　　中嶋　久矩　氏

●シンポジスト
　苛原　実　　氏 ＢＰＳＤ調査結果報告
　勝又　浜子　氏 （厚労省の立場から）
　岡崎　和佳子　氏 （看護師ケア職の立場から）
　大澤　誠 　　氏 （開業医の立場から）
　遠矢　純一郎　氏 （認知症初期集中支援チームの試み）
●コメンテーター　宮島　俊彦氏

１７：４５～１８：００
閉会のあいさつ　黒岩　卓夫　氏

参加費　　会員　無料　／　非会員　３，０００円

※会員⇒在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
※定員 150 名になり次第、閉め切らさせて頂きますので
　お早めにお申し込みください。

主催／ NPO 在宅ケアを支える診療所市民全国ネットワーク
　　　いらはら診療所（浅沼・小池）
　　　TEL：047-347-2231 FAX：047-347-2551


